
科目名 総合英語Ⅰ（Comprehensive English Ⅰ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

通年 60時間

担　当　教　員 【常勤】　教授　後川　知美

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

中学校の内容を復習しながら語彙を増やし、基礎的な英語運用力を身につける。
(1) 【読む・聞く】 簡単な物語や説明文を理解したり、図や表から情報を得たり、音声を聞いたりして、 そ
の内容に関する話や指示を理解することができる。
(2)【話す・書く】　教科書のテーマについて、自分の考えを述べたり、簡単な文章を書くことができる。
(3)【積極的態度】 アクセントや英文の意味のまとまりを意識して、相手に聞こえるように発音・音読でき
る。

第1学年
機械工学科
電気工学科

履修 2単位 必修 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

教科書本文や音声から
ほぼ完全に内容を理解
できる。

分からない単語や聞き取
れない音声があっても、
前後関係から、教科書の
内容を理解することが出
来る。

多くのヒントを与えれば、
教科書本文や音声から
内容を理解できる。

教科書本文や音声から
内容を理解できない。

到達目標
②

既習事項を踏まえて、さ
らにそれを応用させて自
分の考えを述べたり、簡
単な文章を書くことがで
きる。

既習事項を踏まえて自
分の考えを述べたり、簡
単な文章を書くことがで
きる。

単語の羅列によって、自
分の考えを述べたり、簡
単な文章を書いたりする
ことができる。

既習事項を踏まえて自
分の考えを述べたり、簡
単な文章を書くことがで
きない。

到達目標
③

アクセントや英文の意味
のまとまりを意識して、相
手に聞こえるようにナ
チュラルスピードの英語
らしい発音で音読するこ
とができる。

アクセントや英文の意味
のまとまりを意識して、
ゆっくりであっても、相手
に聞こえるように英語ら
しい発音で音読すること
ができる。

相手に聞こえるように発
音・音読することができ
る。

アクセントや英文の意味
のまとまりを意識して、相
手に聞こえるように発
音・音読することができ
ない。

学習・教育到達目標 (G) JABEE基準１（２）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト
課題
GTEC

口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 40 40 15 5 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ◎

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○

汎用的技能
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

○ ○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目

教科書 「My Way English Communication I （三省堂）」

補助教材等
「My Way English Communication I ワークブック （三省堂）」、「G-TECステップアップノート（ベネッセ）」、
「Pre Listening Box（啓林館）」

学　習　上　の　留　意　点

定期試験の結果だけでなく、授業での口頭発表や態度、レポートの提出状況も成績に関係するので注意してください。後期
成績はGTECの結果を評価に入れます。夏休みにしっかり対策を立てて勉強しましょう。ワークブックやStep Upノート、リスニ
ング課題は、自学自習を中心に勉強を進めてください。計画的に活用することで力がついていきます。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

中学校で学習した内容をふまえながら、さらなる英語力をつけるためには、授業での反復練習はもちろんですが、授業外で
の予習･復習がとても大切です。授業の前に、予習としてあらかじめ教科書の英文に目を通しておき、辞書を使って新出単語
の意味を調べておく必要があります。授業では、間違いを恐れずに大きな声で発音や音読練習をし、ペア練習の際には誰と
でも練習を行うなど、自ら積極的に参加しながら学習してください。試験の直前にあわてて暗記するといった学習方法では語
学力はなかなか身につきません。毎日少しずつの勉強でも積み重なれば大きな力になります。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

導入：概要説明
Lesson 1-1 A Story about Names (1)

授業の目的・評価基準・評価方法、教材の確認
・SV, SVOについて理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認

Lesson 2-1 Shoes for a Dream (1) ・SVOCについて理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 2-2 Shoes for a Dream (2) ・SV+that節について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 1-2 A Story about Names (2) ・SVCについて理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 1-3 A Story about Names (3) ・SVOOについて理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

答案返却・テストの反省
Lesson 3-1 Green Roofs (1)

・進行形について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 2-3 Shoes for a Dream (3) ・比較級・最上級について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 1&2 総まとめ Lesson 1&2を振り返り、総復習する。 中間テストに向けて総まと
めノートを作成

中間試験

Lesson 4-1
 Pictures of Funny Moments (1)

・助動詞 can, may について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 4-2
 Pictures of Funny Moments (2)

・受動態について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 3-2 Green Roofs (2) ・現在完了形について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 3-3 Green Roofs (3) ・過去完了形について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 4-3
 Pictures of Funny Moments (3)
期末試験に向けての総まとめ

・「can be動詞 過去分詞」を理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

期末テストに向けて総まと
めノートを作成

期末試験

答案返却・テストの反省 期末テストを振り返りつつ、夏休みの学習について
のアドバイス。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

Lesson 5-3
 Writing System in the World (3)

・不定詞の形容的用法について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 5-4
 Writing System in the World (4)

・It-to構文について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 5-1
 Writing System in the World (1)

・動名詞について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 5-2
 Writing System in the World (2)

・不定詞について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 6-3
 Great Abilities of Pigeons (3)

・関係代名詞 whatについて理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 6-4
 Great Abilities of Pigeons (4)
中間試験に向けて総まとめ

・疑問詞＋to 不定詞について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

中間テストの準備

Lesson 6-1
 Great Abilities of Pigeons (1)

・主格の関係代名詞について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 6-2
 Great Abilities of Pigeons (2)

・目的格の関係代名詞について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

中間試験

期末試験

答案返却・テストの反省
授業アンケート

期末テストを振り返りつつ、次の学年に向けての学
習についてアドバイス。

総　授　業　時　間　数 60時間

Lesson 7-4 The Power of Words (4) ・分詞構文について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 6&7 総まとめ Lesson 6&7を振り返り、総復習する。 期末試験の準備

Lesson 7-2 The Power of Words (2) ・分詞形容詞（過去分詞）について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 7-3 The Power of Words (3) ・分詞構文について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

テストの返却・反省
Lesson 7-1 The Power of Words (1)

・分詞形容詞（現在分詞）について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。


